


































































































 第 7 章では、また別のタイプとして、既存の物語を題材とする言葉のない絵本につい
て考えた。このタイプの代表として、「赤ずきん」を題材とする絵本群を取り上げ、分
析を進めた。既存のテキストの中から、言葉なしでは表現するのが難しいと思われる場
面に注目し、それらを解決する各作品の様々な表現の工夫について指摘した。また、既
存の物語を題材としている理由について、読者の知識を活用できることによりコンテン
ツを表現するための負担が少なくなること、それにより前衛的な表現や独自の解釈を持
ち込むなどの新鮮な表現が可能になることを考察した。 
 第８章で最後に作品分析の対象としたのは、『アライバル』である。これは言葉を用
いない絵本表現の総合的達成であるとも思われる傑作である。画面のサイズや配置、モ
ノトーンの色調の繊細な操作、古書のような装丁など、細部に至るまで徹底して見られ
る表現上の工夫について指摘した。この作品では、主人公が移住先で言語の壁に直面す
ることが、言葉を用いない表現を採用していることと密接に関連している。作者自身が
創作した架空の文字を提示することで、主人公と読者は共通の問題に直面する。主人公
が作中で絵を描くことによって周囲の理解を得る行為は、作者が絵だけで読者に物語を
伝えようとする姿勢と重なり合う。読者と主人公は言語の問題を共有し、作者と主人公
は絵によってその解決を試みる。こうした構図によって、絵だけで全ての物語を表現す
る必然性が生まれている。言葉を用いない表現は、物語内容との関連から呼び起こされ
た必然性があると同時に、新しい表現へのチャレンジでもあり、また言語を共有しない
人々へ物語を伝達するための試みとしても捉えられる。 
 本研究で取り上げたそれぞれの作品分析について全体を眺めてみると、共通する性格
が浮かび上がる。言葉のない絵本に通底する特徴的な表現上の課題が見られ、また分析
によって明らかになった各作品の言葉を用いない意義・意味にも似通った傾向がある。
第 9章ではこれまでの論を整理し、その成果をもとに言葉のない絵本の表現の仕組みと、
こうした絵本を制作する意義・意味について考察した。 
 本論文での検討全体を通じて見えてきたことは、言葉のない絵本には、このジャンル
共通の課題の解決、読者の知識・判断を前提とした表現、絵の特性を生かす表現などの
特徴的な傾向が見られるということである。また、こうした表現の意義・意味は、言葉
を持たない存在・言葉を奪われた状況を強調して表現すること、暗示的・象徴的表現の
追求、読者に意味づけを委ねて多様な解釈を引き出すこと、さらに作者にとって新しい
表現を追求する一種のチャレンジであるというところに見いだせる。この意義・意味は、
一般的な絵本においても共通する場合があるが、先に述べたように言葉を用いない表現
は通常の絵本表現の延長線上にあり、両者は同様の意義・意味を共有しながらそれぞれ
の表現の様相によって偏りを生み、一部分の意義・意味を前景化する。本論文において
見いだした言葉を用いない表現の意義・意味は、言葉のない絵本独自のものと言うより
も、作品の特定の側面を強調するものである。言葉を用いないというある種の特殊な表
現を採用することで、物語内容に応じた必然性や暗示的・象徴的表現、解釈の多様性、
表現上のチャレンジ等が含まれていることが強調され、作品の方向性が明確に示される
と見ることができるだろう。 
 このジャンルには多種多様な作品があるため、全てにこれらの仕組みが用いられ、同
様の傾向が見られるとは言えない。本論文では、言葉を用いない表現の意義はそれぞれ
の物語内容と関わっており、一概には扱えないという立場から各々の作品を分析してき
たのであり、作品の数だけその意義も存在すると考えられる。この表現についてより詳
しく論じるためには、今回取り上げられなかった数多くの作品についても、同様に検討
する必要がある。しかし、ここで取り上げた作品の分析を通じて、言葉のない絵本にお
ける物語表現の特徴とこの表現を用いることの意義・意味について、幾つかの代表的な
ポイントを明らかにできたものと考える。 
